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楽 系 ケ ラブ コンサ ー ト
報
員の異動
成21イ千度授 業料 の 括 納 付 に つ い て
1
2009新 春の夢の実現に 向けて
一 学 生 に と って
、楽 し く学 べ る環 境 をつ くる
旭川医科大学長 吉 田 晃 敏
あけ ましておめで とうござい ます。
学長 に就N:し てか ら、早い もので 渡 目の新年を
迎え ました。 その間、 口本は首相が 数度変わ り、世
界情勢 も大 き く動いてお りますが、就任当初、私が
学長の マニフ ェス トに記 した、「学 生に とって、楽
し く学べ る環境 つ くりが必 要であ り、 また、旭川医
科大学の新生に向けて学長 ・執行部、教職 員そ して
学生が こ位 ・体 とな って改革 に取 り組む」 とい う方




就任以 来、「学生諸君 の学 ぶ環 境を整備 した い!」
とい う点 で、私 が特 に力を入れたのは図 書館の設 備
と体育館の改修 です。
まず図書館 についてですが、蔵書の増設 、パ ソコ
ンの 更新 ・増 設 を実 施 しま した。 また、2階 には
地増隆療書.





























写 真4ト レー ニ ンゲ ル ーム(改 修 後)
「地域医療 コーナー」 を設置 して、地 域の医 師不足
に関通 した書籍、資料 を揃 え、1地 域医療 の重要性 」
「現在の課題」を、入学 当初か ら認識 して もらえる
よう1二長してお ります(写 真1)。
体育館については、学 長就任直後に事務担 当者か
ら現状 について説 明を受 け、実際 に足を運 んだ とこ
ろ、補修の必要性 を認識 したため、その場 でi事 の
実施 を決断 しました。 その後速やかに床の補修 を実
施 し(写 真2)、 体育 館併設の トレーニン グルーム
について も、 各種 マ シンを最新型へ と順次切 り替え
てお ります(写 真3・4)。
学生諸君に好評 なのが、新た に設置 した1学 生交
流サ ロン です。地元旭 川家具 を配置 した、 明る く
開放的 な スペ ー スには、無線LANも 設置 し、また
サ ロン を屋 外に も延長 しました(写 真5・6・7)。
そのほか、学生 のニー ズに応 える形で、女 ∫ロ ヅ
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写 真6学 生 交 流 サ ロ ン(サ ロ ン内部)
度です。
また、看護学科学生 を対 象に、月額3万5千 円を
奨学 資金 として貸 ケ・する新た な制度 も同 じ く咋年 の
4月 か らスター トさせ ました。奨学金を受けた学生
が、卒業後 直ちに本院 に常勤の看護職 員 として勤務
した場 合、勤務 月数 に相当する月 数分の返還を免除
す る制 度です。
昨年 度新 たに制定 したの が 「学生 リー ダー シ ヅプ
賞」です。 これは、本学の学 部学生 が学 内外におい
て実施 した、 目標の実現 に向けたそ」動並び に取組み
を評価 対象 とする ものです。第一 同の受賞者には、
「SunRise一 新 しい旭 医 の始 ま り一1と 題 して
「医大祭2008」 を取 りま とめた、委 員艮 佐藤雅君
(医学 科4年 生)と 副 委員長 宮 田邪大君(医 学科
4年 生)の 汰 が選 ばれま した(写 真8・9)。





















に、土 日や祝 日用の無料駐車場 パスカー ドを作 りま
した。
以上学生達 に直接関わ るハー ド面で整備について
述べ ました。次 にソフ ト面での改革 について紹介い
た します。
ひとつは、奨学金制度の充実 です。
平成20年 の大学院人学 生か ら、授業料の半額相当
額 を奨学 金 として 支給 す る新 たな制度 を開始 しまし
た。 また太陽 グループか ら1億 円の寄附金を頂 き、
初期臨床研修医22名 に研 修資金 を貸 し付け る新たな
制度を、昨年4刀 からスター トさせ ま した。 月額20
万円を研修資金 として貸与 し、研修期間終了後は、
地域の医療機関で奨学金貸与 月数 に相当す る期間の
勤務をす ることによ り、奨学 金の返還 を免除す る制
写真9学 生 リーダーシップ授賞風景
以上簡単 に、本学で進めてい る改革 の一端 を紹 介
させて頂 きました。/JII速す る少子化や、急速 に悪 化
す る国や地方の財政問題で、国公立 大学 を取 り巻 く
状況 は厳 しさを増 して お りますが、大学運 営を託さ
れた学長 として、本年 も学生たちの 「ひ とことふた
こと」 等に耳 を傾け、必要 に応 じて直接 返答す るな
ど、前年 に も増 して、「楽 し く学 べる環境づ くり」
に力を入れてい く所存です。
新 しい年 、学長 として、学生諸君の今後益 々の活




平成20年 度 医学科第2年 次後期編入学式
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平 成20年 度 医 学 科 第2年 次 後 期 編 入 学 生 の 入 学 式
が 平 成20年IO月1日(水)午 前10時00分 よ り 事 務 局
第 一 会 議 室 に お い て 執 り 行 わ れ ま し た 。
当llは 、 吉 川 学 長 よ り 編 入 学 生 に 対 し て 祝 辞 が 述
べ ら れ10名 が 旭 川 医 科 大 学 生 と し て の 新 た な る 一'!
を 踏 み 出 し ま し た 。
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編 入学生は以 ドの とお りです。
鮎澤小 百合 ・北村 一絋 ・丹羽美香f
西越 崇 博 ・村井 太一 ・鹿野理恵子
佐藤 ・正 ・畠山智香子 ・福 川 泰隆
山脇 文彦
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平成20年11月8日(土)14時00分 か ら病 院玄 関ロ
ビーにおきまして、本学の室内合奏団によ ります 「秋
の童謡コ ンサー ト」 が開催 されま した。 今回のコ ン
サー トは、 日頃の練習の成果の発表 とともに入院さ
れている皆様 に北海道の短い秋の風景を演 奏にて感










じて いただ き 日頃 の入院生活 の癒 しの時間 とな るよ
う企画 された ものです。 「赤 とんぼ」か ら始 ま り楽
器紹介 を交 えた 全7曲 の演奏は短 い時間では あ りま
したが、来場 された皆様 に部 員の気持 ちが伝わ りア
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秋の コンサー ト(ギ ター部 》
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平成20年11月15日(十)18時30分 か ら病院玄関 ロ
ビー にお きま して、本学のギ ター部 によ ります 「秋
のコンサー2008」 が 開催 され ま した。 この コンサー
トは来場いただいた皆様からのアンケー トにより 「知




























平成19年 の秋 よ り開催 されて い る もので す。 今回
のコ ンサー トで もTheBeatles、 財津和 夫、 さだ ま
さ し、 か ぐや姫 な どの 曲を演 奏 し来 場 され た皆様






















平 成21〕年121113日(土)11時 〔}0分か ら病 院 玄 関 ロ ビー
に お き ま して、 本学 の ブ ラス ア ンサ ンブ ル に よ ります 「ク
リ スマ ス コ ン サ ー ト」 が 開 催 され ま した 。 毎 年 恒 例 の コ
ンサ ー トです が 、 定 薪 した フ ァ ン の 多 い コ ンサ ー トで 今
回 も沢 山 の 皆 様 が 来場 され ま した。 演 奏は3部 構 成 に よ
る 全11曲 で 、 第1部 で は 「演 歌 メ ドレー 」 な ど3山 、
第2部 で は 曲 の イ メー ジに 扮 装 した 部 員 に よ り ます リコ
駕 馬髪 ぎ薯
一 ダ ー ア ンサ ン プ ル に て3曲 、 ホ ル ンア ンサ ン ブ ル に て
1曲 が 楽 器 紹 介 を 交 え な が ら、 第3部 で は ク リ スマ ス ソ
ン グ の 定 番 で あ る 「赤 鼻 の トナ カ イ1を サ ン タ ク ロー ス
の扮 装 を した 部 員 が ダ ン ス を 披 露 して の 演 奏 な ど3山 が
演 奏 さ れ ま した。 最 後 に ア ンコ ー ル 曲 と して1旭 医 人m:
恥 心 」 の ダ ン スを 交 え た 「荒 恥 心 」 が 演 奏 さ れ 、 大 盛 況



































































平 成20年12月20](L)14時00分 か ら病 院 玄 関 ロ ビー
にお き ま して 、 本 学 の 室 内 合 奏 団 に よ ります 「ク リ ス マ
ス コ ンサ ー ト」 が 開 催 さ れ ま した 。 定 番 の 賛 美 歌 「」oy
to山eworld」(も ろび と こぞ りて)か ら始 ま り楽 器紹 介














中、 サ ン タ ク ロ ー スが 現 れ て 来場 さ れ た 皆 様 に 手 作 りの
ク リ スマ スプ レゼ ン トを渡 して い ま した 。 最 後 に ア ン コ
ー ル 曲 と して ア ニ メ 「崖 の ヒの ボ ニ ョ」 の 毛題 歌 が 演 奏
され 弦 楽 器 な らで は の 演 奏 に沢 山 の 手 拍 子や 拍fが 贈 ら
れ コ ンサ ー トが 終 了 しま した。












































ク リスマス ・コンサ ー ト(合唱部)
緬 棚㎜㎜ 撚 洲M竃 罵
平成20年12月20口(土)の 夜18時3U分 か らは、 合唱 部
に よ りま す 「ク リス マ ス コ ンサ ー ト」 が 開 催 され ま した。
演 奏 は2部 構 成 に よ りま す 全11曲 で 、 第1部 で は1時 の
旅 人」 ほ か6曲 の唱 歌 や 合 唱 曲 が 、休 憩 をは さ ん だ第2
部 で は ク リスマ スソ ン グが5山 演 奏 され 「ジ ングル ベ ル」
の 演 奏 で は 、 曲 に あ わせ て サ ン タ ク ロ ー スや トナ カ イ、




く まの プ ー さん が 登場 しダ ン ス の 披 露 と来 場 い た だ い た
お 客 様 へ 手 作 りの ク リ スマ ス ・カ ー ドを プ レゼ ン トして
い ま した 。 来 場 の 皆 様 の 心 に優 しい 歌 声 や 演 奏 を届 け ら
れ た よ う で沢lhの 拍 手 が 贈 られ て 、 旭 川 医科 人学 音 楽 系
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ニ ューイヤー コンサー ト(ギ ター部)
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平 成21年1月17日(土)18時15分 か ら病 院 玄 関 ロ ビー
に お き ま して 、 本 学 のギ ター 部 に よ りま す 「ニ ュ ー イヤ
ー コ ンサ ー ト」 が 開催 され ま した 。 当 日は 、 準 備 、 お 知
らせ に あ ま り時 間 が 無 か っ た こ と も あ り、 来 場 して い た
だ く 人数 も心 配 され ま した が 、 予 想 を 越 え る数 の 来 場 者
とな り ま した 。 全10山 の 演 奏 と な り ま した 今 同 の コ ンサ









1、 ゴ,旨 鋤繍 　　ぶ
‡9・ 一コ コ リ ・丹
入 院 され て い る 皆 様 に 冬 の 夜 の ひ とll寺をギ タ ー の 音 色 と
歌 声 で 癒 して いた だ き た く企 画 さ れ た コ ンサ ー トで す 。
押 尾 コー タ ロー 作[木 もれ 日 」 の演 奏 か ら始 ま り、 そ れ
以 外 の 曲 全 て が ボ ー カ ル 有 り の演 奏 とな り 「崖 のi.の ポ
ニ ョ」 が 演 奏 され る な ど耳 な じみ の 曲 が 続 き 来 場 され た
皆 様 か らの暖 か い 手拍 子 が 贈 られ て 盛 況 の うち に コ ンサ

























































成3年6月 任期満了により退官,同 年7月 本学名誉
教授の称 号を授与されました。 この間,本 学の管理









た頃か ら神経病理学の電 ゴ顕微鏡的研究に従事 さ
れ,フ リーズフラクチャー法や脳組織の分散培養な















































































※一括(年 額)納 付については、毎年手続きが必要となりますので注意して下さい。 (会計課出納係)
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